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良
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本
枇
曾
化
運
動

地
方
家
屋
税
の
常
否
・

生
産
の
概
念
目

動
物
界
の
闘
争
-
ヨ

時

間

拾

附

軍

備

縮

小

曾

議

に

就

い

て

一

韓

首

犯

一

羽

州

庄

内

農

民

愁

訴

躍

動

一

足

袋

の

製

造

工

程

一

琉

球

の

史

的

回

顧

，

一

一

加

盟

叩

錦

時

我

圃

古

代

の

財

政

ご

仰

教

一

間
接
消
費
税
の
累
進
税
率

ク
ナ
ァ
ブ
教
授
逝
く

ば

叫

ぶ

下

一

砂
川
酬
手
議
制
停
叫
必
い
M
M
J山
川
作
泊
施
行
ヘ
ド
・

l
H
悩
此
脳
打
診
中
改
正
・
し
地
叫
施
打
川
品
川
中
此
記
・
問
事
制
作
一

一

訟

・

土

地

主

器

削

在

一

一 主k

t丑

法
相
干
時
上

設

投

法

弔

問

上
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設

施

足
良
心
製
造
工
程

第
二
十
=
一
巻

足

袋

0) 

製

造

工

程

(二)

(
第
二
挽

) 

|
|
工
場
内
じ
お
り
る
分
業
の
一
質
例
|
|

四

部
分
工
程
の
連
絡
に
つ
い
て

極

〈

大

ま

が

に

考

へ

る

な

ら

ば

、

足
袋
は
六
つ
の
段
階
7

笠
通
過
す
る
。

今

之

を

梢

具

純

的

に

す

る

た

め

に

、

踊
助
足
袋
株
式
品
目
枇
の
建
物
の
配
位

を

思

ひ

浮

べ

る

こ

子

ぜ

削

宜

ご

す

る

(社一
h

)

0

( 

註
五

耐
助
足
技
株
式
含
刷
に
於
け
る
建

物
白
配
位
は
大
値
右
中
六
段
附
に
川
臨
し

た
附
序
に
並
べ

ιれ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
和

一
、
原
料
品
高
山
、
部
一
一
、
F

刊
盤
r
L

坊
、
第

本

芳

J，í~ 

多

一
二
、
止
地
引
場
、
第
四
、
械
断
工
場
、
第
五
、

縫
山
部
、
第
六
、
縫
工
場
、
銘
じ
、
仕
上
I
楊

部
λ
、
製
品
市
時
、
第
九
山
砧
部
・
と
い
ふ
順
序

で
あ
る
ο
之
を
附
問
中
な
州
に
去
は
せ
ば
北
山
如

〈
で
あ
る
。

百
ふ
ま
ど
も
な
〈
此
轄
の
処
物
と
辿
物
ー
と
心

聞
の
辿
絡
は
、
誕
地
人
が
受
持
っ
て
之
を
行
ふ

の
で
あ
る
が
、
刷
に
見
え
る
が
削
{
、
建
物
と

比
胸
と
が
車
按
連
組
し
て
ゐ
る
部
分
が
二
一
二
あ

る
か
ら
、
そ
山
部
分
に
於
て
は
迩
搬
L
」
名

H
け

る
ほ

E
の
も
の
は
な
い
、
川
山
か
な
距
帥
山
乃
至



は
位
置
の
、
静
動
け
か
行
は
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
多

t
山
原
料
は
甲
ゆ
工
場
か

ι乙
白
L
場
へ
と
滞
り
な
〈
戎
々
に
通
過
し
、

一
の
未
完
尚
生
産
物

C
ロ
P
Z困問
2
H
V
E
E
r円

ρ犬
伝
る
「
出
れ
い
」
を
象
づ
〈
る
。

彪
で
、

此
等
的
建
物

ω内
部
に
於

τは
、

上
述
す
る
が
如
き
数
制
乃
至
十
数
例

ω
品
川
業
が
絶
え
す
行
は
れ
て
ゐ

る
の
で
あ
る
か
ら

今
度
は
此
等

ω地
理
的
又
は
地
形
的

ω、
偶
然
的
要
素
を

一
切
抽
象
し
て
、

前
述
ぜ
る
凡
五

十
五
の
工
税
に
就
き
未
完
成
生
産
物
の
流
れ
を
似
察
し

τ見
る
吉
、

大
地
面
次

ω如
〈
書
吉
表
は
さ
れ
る
。

ノ

l

l
ー

一

泊

一

μ
l
叫ん
l

剛山
l
山
1
仙

1

川
ふ
ん
l
山

1

剛山一
l
帆

1
刊

1
州

l
山
1

叫ん
1

2

1
叫

l
N
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設

Jc 
入

(
註
穴
)

十
仰
且
袋
印
刷
型
建
1
杭

郁

二

十

三

巷

(

鈷

ご

批

二

一

凹

)

之
は
肪
訓
即
位
式
に
依
る
場
合
山
工
程
削
伴
て
あ
る
か

L
、
川
市
し
Iγ
」
れ
が
叫
式

t
E
Z
U何
回

)ωEHμ

に
よ
る
同
位
刊
議
で
あ
る
な
ら
ば
、

仰
此
内
外
に
前
検
、
地
一
世
駈
説
、
馳
検
、
先
付
縫
山
、
先
検
内
十
九
工
仰
が
加
は
り
、
そ
の
代
り
、
側
鋭
山
り

t
仰
が
減
ぜ

ιる
〈
き
で
あ
る
o

而

し
て
、
之
れ
廿
引
の
各
]
組
問
山
辿
締
は
、
之
れ
亦
百
一
H

ふ
ま
で
も
な
〈
挫
搬
入
が
以
故
5
こ
、
と
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
此
単
に
叩
刑
さ
れ
た
各
]
税
と

I
組
主
白
川
は
、
空
間
的
に
も
川
川
的
に
も
大
な
る
附
陥
が
な
〈
、
惜
ん
ど
直
接
!
川
立
離
し
て
ゐ
る
部
分
が
事
ろ
多
い

ω
て
あ
る
か
ら
、
半
製
品
は

業
を
叩
白

F
か
ら
乙
山
手
へ
、
土
地
づ

L
戎
々
に
手
漉
さ
れ
る
叫
聞
が
開
山
あ
る
ω

だ
か
ら
、
此
れ
社
内
人
川
十
械
叫
岨
Y
E抽
き
去
っ
て
、
そ
れ
ら
の
分

一
日
に
眺
め
注
ナ
な

ιば
、
そ
と
に
「
出
来
上
り
n
J
L
あ
る
製
品
」
自
大
き
な
「
山
町
れ
」
を
且
る
こ
と
が
山
市
る
山
，
て
あ
る
ω

右

ω刷
に
於

t
明
な
る
如
〈
、
一
日
比
の
足
袋
は
側
仁
・
泌
が
縫
ひ
付
け
ら
れ
る
司
』
ピ
に
よ
b
究
第
に
完
成
苫
れ
た

形
に
山
来
上
つ

τ行
〈
の
で
あ
る
が
、
品
川
こ
の
外
に
も
、
航
に
記
越
し
た
る
如
く
・
一
足
の
足
袋
の
側
に
は
、
表

生
地
ご
川
誕
生
地
ご
が
ゐ
り
、
真
に
内
脚
正
外
川
ど
が
分
た
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
成
る
二
三
の
部
分
工
粍
は
特
に
友
生

地
の
み
に
な
さ
れ
迫
或
る
部
分
ム
ム
耗
は
内
川
仰
仁
成
る
他

ω郎
H
7
i
制
作
は
主
ご
し
て
外
川
仁
な
さ
れ
る
ご
い
ふ
が
如

(
、
郁
々
-
復
雑
し
た
過
程
を
通
っ
て
、
然
る
絵
、
表
生
地
己
一
義
生
地
ご
が
ん
H
せ
ら
れ
、
又
内
川
ピ
外
仰
ど
が
縫
合

せ
ら
れ
る
に
至
る
。
今
此
の
航
路
を
成
る
可
〈
忠
貨
に
刷
示
す
れ
ば
大
腿
弐
の
如
〈
で
あ
る
o

山入

査検料原
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昌

一
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底
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|
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蜘

槽
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縫地 縫地
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叩立

-!JJ{剛
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僅冊l

lf11L  
j;-，先

り五凪

切リ廻

ひ締

<;J;糸

J豆ft

ut 

シラプ ツロイア

書噛

入桁

査検

w入
!@柑

強制

桧 jlf

匙初

計統柑山

(.IJ閏

裁

罫

角

l
l駒

l
鮒

隅

1
1
一

断

引

切

付

U

M
訓

-
怪
・
;
H例
な
る
順
序
に
於

τ
配
列
せ
ら

一
足
の
足
袋
に
於
げ
る
一
小
部
分
づ
、
の
利
分
工
程

れ
、
如
何
な
る
方
法
に
依
り
結
合
せ
ら
れ
て
行
く
か
い
時
‘
分
明
に
な
っ
た
こ
=
、
思
ふ
。

以
上
に
よ
り
、

こ
み
で
、

A
T
之
を
更
に
、
そ
の
賞
際
に
照
合
し
て
見
る
吉
、
極
め
て
複
雑
な
手
順
を
辿
っ
て
此
等
の
足
袋
が

生
産
さ
れ
つ
、
あ
る
こ
己
が
わ
か
る
。
問
題
は
浦
々
事
務
的
色
彩
を
椅
び
る
こ
己
仁
な
る
が
、
併

L
4は
ど
ニ

ま
で
も
工
程
仁
就
て
い
ゐ
b
o
そ
こ
に
は
手
順
の
上
で
、
逐
次
的
又
は
飛
限
的
の
工
程
逆
協
が
あ

h

の
ユ二

詑

苑

足
袋
自
製
也
工
程

第
二
十
三
容

(
部
二
抗
-
二
五
)

j， 
JL 



設

苑

第
二
十
三
容

(
第
二
腕
一
二
六
」

仁〉

O 

足
品
抵
の
制
官
能
工
程

程
段
階
の
迂
回
又
は
重
複
が
め
る
o

之
を
約
言
す
れ
ば
先
づ
第
一
に
、

n，
外
部
か
ら
の
注
文
紋
が
製
造
謀
に
到
達
す
る
吉
、
其
蕗
仁
備
付
け
の
製
品
現
在
表
に
依
り
、
現
品
の
有
無

を
調
査
す
る
。
そ
こ
で
手
続
が
ニ
つ
に
岐
れ
る
。
若
L
直
も
に
注
文
に
臨
時
じ
う
る
丈
の
製
品
が
ゐ
る
な
ち
ば
、
注

文
を
そ
の
ま
、
運
聡
諜
に
廻
し

τ賞
際
に
そ
れ
が
存
在
す
る
か
否
か
を
調
べ
さ
せ
、
存
在
司
る
一
』
芭
愈
々
明
自
己

な
れ
ば
、
直
も
に
出
荷
の
蓮
ひ
ご
す
る
(
討
七
九
)
O

之
に
反
し
若
し
注
文
に
臆
じ
う
る
ま
の
製
品
が
存
在
し
な
い
γ

ニ

E
が
漁
め
明
で
あ
れ
ば
、
1
1
6
注
文
の
場
合
で
な
く
見
越
の
生
熊
の
場
合
も
略
之
ピ
同
様
で
あ
ら
う
が
!
|
そ
れ

は
直
も
に
裁
断
侍
粟
の
畿
行
じ
な
り
、
又
同
時
に
生
産
諸
過
程
へ
の
指
闘
又
は
命
令
芭
な
る
。
ご
こ
ろ
で
製
池
謀

に
は
手
順
係
古
も
言
ム
べ
き
も
の
が
盾
て
、
原
料
の
残
高
(
現
府
高
)
又
は
装
飾
品
附
風
日
開
等
的
現
在
高
山
報
告
を

蒐
め
、
何
時
に
て
も
裁
断
命
令
を
下
し
う
る
様
、
絶
'P
中
材
料
凶
準
備
を
整
へ
て
ゐ
る
が
ら
、
此
の
者
の
助
を
緒

h
τ
、
計
世
田
係
正
も
い
ふ
4

き
者
が
裁
断
侍
票
セ
後
行
す
る
。
併
し
守
】
れ
は
品
秘
、
紋
別
、
足
数
を
記
載
し
た
も

の
に
過
ぎ
な
い
日
ら
、
そ
れ

Z
同
時
に
、
こ
の
足
数
を
得
る
た
め
の
原
料
生
地
が
何
百
件
要
る
か
を
別
に
換
算
し
て

(
原
反
換
算
)
・
一
見
に
問
通
的
指
定
傭
票
ピ
い
ふ
も
り
を
作
成
す
る
。
-
』
れ
は
生
産

ω
諸
遇
税
に
劃
し
、
必
要
記
せ

ら
晶
、
原
料
の
稀
類
、
生
地
の
性
質
、
反
数
等
を
知
悉
せ

L
む
る
わ
九
め
に
品
調
行
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

一
は
原
料
倉
庫
に
、
そ
り
こ
は
再
整
工
場
に
、
そ
の
三
は
生
地
引
場
に
送
附
せ
ら
れ
、
そ

ω
四
は
製
匙
謀

ω
手
下

に
保
存
せ
ら
れ
る
。
次
に
、

幻
右
の
指
定
侍
粟
を
送
附
せ
ら
れ
た
原
料
倉
庫
は
、
そ

ω指
定
ゼ
ら
れ
た
原
料
生
地
を
庫
か
ら
出
し
て
再
整

部
に
諮
り
(
こ
れ
は
金
布
、
紺
等
の
表
地
、
裏
地
及
び
底
地
に
つ
い
て
て
或
は
再
整
を
経
中
し
て
(
こ
れ
は
例
へ



ば
、
朱
子
、
別
珍
等
に
つ
い
て
)
、
生
地
引
場
に
逸
品
。
再
整
エ
場
及
び
生
地
引
場
も
亦
同
じ
〈
指
定
体
粟
に
よ

• be
，
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
加
工
を
済
せ
る
。

り
他
方
製
準
謀
よ
h
畿
せ
ら
れ
た
多
数

ω裁
断
侍
粟
は
、
先
ず
つ
縫
出
部
に
配
付
せ
ら
れ
、
此
慮
に
於
て
、
未

完

臥

宝

物

の

数

量

の

委

や

縫

工

普

賢

Z
よ
(
、
IL--
、
見
分
り
て
、
比
等

ω侍
粟
の
仕
認
を
錯
し
、
震

の
裁
断
の
順
序
を
決
め
る
-
』
正
、
な
る
。

ハ
町
之
が
決
ま
る
正
、
此
等

ω
裁
断
侍
粟
は
生
地
引
場
に
迭
b
れ
て
、
ニ
、
で
一
枚
づ
よ
加
工
務
み
の
生
地
の

各
パ
シ
合
併
せ
ら
れ
る
。
こ
の
生
地
ヰ
こ
の
健
与
と
は
・
誠
一
助
ム
が
自
身
受
取
り
に
来
る
こ
ご
仁
依
h
、
裁
断
工

場
に
入
り
、
始
め
て
載
叫
聞
が
行
は
れ
る
。

円
そ
-
』
で
今
皮
は
、
こ
の
載
断
済
み
の
も

ωが
、
再
び
縫
山
部
に
運
搬
せ
ら
れ

τ、
一
過
ち
裁
時
慨
を
拙
仰
せ
、

減
配
普
岡
山
り
み
は
分
離
せ
ら
れ
て
再
び
製
造
訟
に
逸
ら
れ
(
こ
れ
は
裁
断
工
の
賃
銀
副
鋭
的
周
に
供
せ
ら
れ
る
)
、

生
地
の
方
は
裁
縫
工
程
の
同
時
粟
を
附
し
て
(
二
の
刷
閣
議

M
後
に
縫
工
程
及
び
仕
上
工
程
の
各
部
品
川
勢
働
者
の
賃
銀

計
算
に
役
立
ハ
ノ
)
、
縫
エ
場
仁
港
ら
れ
る
。

町
二
れ
か
ら
後
は
、
前
仁
述
、
へ
た
る
順
序
を
追
う
て
楠
労
働
を
了
へ
、
完
成
生
産
物
正
し
て
倉
庫
内
に
一
定

ω

場
阪
を
占
り
る
に
歪
h
、
此
蕗
で
出
荷
停
粟
に
依
る
荷
揃
を
待
つ
こ
吉
、
な
る
(
前
七
b
)
O

(
肱
七
a
)

比
の
場
合
も
亦
、
七
種
揮
白
山
荷
悼
川
端
を
用
mr
、
極
め
て
煩
胡
な
手
蹟
に
依
る
り
て
あ
る
い
て
此
庫
に
は
抵
騨
の
故
を
以

τ
ζ
回
世
品

を
省
略
す
る
。

と
の
場
合
と
匡
封
に
、
現
ロ
岡
山
平
存
在
が
剛
白
に

t
っ
た
掛
舎
に
位
、
右
山
桂
文
品
を
新
に
生
庫
す
る
た
め
、
桂
文
が

HHV製
港
謀
に
逆
戻
り

院

宛

足
袋

ω製
建
工
程

第
二
十
三
容

(
第
二
輯
-
ニ
七
)

O 



融

施

足
袋
白
製
遁
工
程

第
二
十
三
巻

第

焼

λ 
) 

O 

す
る
と
と
は
首
ふ
ま
で
も
な
い
。

{
註
七
b

此
ト
凪
に
組
曲
刊
す
る
と
こ
ろ
は
工
場
制
大
量
生
産
山
下
に
於
け
る
足
袋
の
製
誌
で
あ
る
が
故
に
、
自
此
匹
、
生
産
山
手
続
上
回
煩
雑
が
不
可

避
向
な
も
の
と
な
る
に
は
這
ひ
な
い
が
、
一
見
と
の
手
続
上
の
多
様
従
っ
て
不
便
の
解
決
出
、
工
程
そ
の
も
由
、
首
ひ
換
へ
れ
ば
不
完
成
且
産
物

。
1
担
諮
行
そ
り
も
の
に
は
、
何
等
影
響
が
な
い
か
の
如
〈
で
あ
る
け
れ

E
も
、
向
例
へ
ば
、
同
時
に
縫
せ
ら
札
た
同
様
白
械
断
命
令
に
基
〈
蛾

断
に
つ
い
て
見
る
も
、
或
る
も
の
は
同
日
に
由
る
も
の
は
雌
日
後
に
山
車
よ
る
と
言
ふ
が
如
{
.
場
合
に
掠
り
事
情
白
如
何
に
肱
じ
、
車
筑
挫
し

〈
不
向
。
結
県
を
櫛
ら
す
白
て
あ
る
か
ら
、
|
|
こ
れ
は
士
工
程

E
一
括
し
て
限
る
と
き
、
特
晶
に
感
知
し
う
る
と
こ
ろ
白
現
品
酷
で
あ
る
、
ー
ー

其
盛
に
時
川
上

ω
乃
至
は
技
術
上
回
甚
し
い
謡
異
が
生
れ
て
車
る
こ
と
が
わ
か
る
。
之
に
は
問
よ
り
純
々
な
る
原
川
も
あ
ら
"
つ
け
れ

E
も
、
一
部

分
は
僅
か
な
手
順
白
艶
頁
僅
か
な
按
由
討
、
工
程
順
序
文
は
工
程
越
行
目
上
K
施
さ
れ
る
と
い
ふ
間
半
な
る
喰
貨
に
も
亦
起
川
L
て
ゐ
る
?
と
思
ふ
。

こ
の
意
味
に
於
て
金
工
棋
の
統
串
は
、
製
品
目
輔
質
由
上
に
、
叉
努
働
の
生
産
力
の
上
に
、
山
ザ
か
ら
ざ
る
影
響
を
持
つ
。

以
上
叙
ぷ
る
ピ
こ
ろ
は
、
成
品
可
〈
細
部
に
入
る
一
』
芭
を
避
り
1
事
の
概
略
を
酬
明
ふ
る
こ
ぜ
に
労
め
た
の
で
あ

る
が
、
之
仁
依
っ
て
航
る
も
、
小
さ
な
足
袋
の
製
池
に
於
り
る
工
程
正
雄
も
、
案
外
車
純
な
も
の
で
な
い
噂
』
ピ
が

分
明
に
な
る

t
思
ふ
。

‘' 

五

足
袋
製
造
の
マ

ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

l
ア
性

並
に
所
諮
問
早
位
式
作
業
に
つ
い
て
、

わ
た

l
L
は
現
在

ω工
場
内
に
於
り
る
足
袋
の
生
産
は
、
分
業
じ
基
く
協
業
、
却
も
資
本
家
的
生
産
方
法
の
下

に
於
り
る
7

ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

1
7
の
形
態
に
厨
L
っ
、
め
る
も
の
ご
思
ム
。
此
蕗
に
、
今
ま
で
抽
象
し

τ置
い
た

勢
働
者
並
び
に
彼
等
の
使
用
す
る
道
具
機
械
等
の
人
的
及
び
物
的
要
素
を
、
夏
に
附
付
加
へ

τ工
桂
の
観
察
を
緩



E
H
り
る
正
、
現
在
頑
助
足
袋
株
式
曾
此
に
於
り
る
直
接
労
働
者

ω数
は
、
男
子
約
四
百
五
十
人
、
女
子
約
二
千
五
百

人
で
あ
っ
て
、
彼
等
の
作
業
は
、
今
前
著
L
〈
手
エ
業
的
で
ゐ
る
。

J

れ
は
併
に
倒
々
の
部
分
工
程
の
叙
越
の
芭

・
』
ろ
で
大
樫
明
に

t
hん
如
〈
、
或
る
者
は
針
ご
糸
を
・
或
る
者
は
専
ら
銚
を
・
又
或
る
者
は
草
に
手
り
み
を
以
て

作
業
を
な

L
、
一
見
に
ミ
V

ン
等
の
機
械
を
使
用
す
る
部
分
工
税
で
き
へ
も
、
そ
の
作
業
に
は
多
分
の
技
術
的
才
能

己
熟
練
ご
を
必
要
ご
す
る
欣
態
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
杢
髄

ω作
業
は
会
〈
、
「
佃
阜
の
努
働
者
が
総
共
を
取
扱

ふ
に
嘗
っ
て
皆
川
押
す
る
所
の
カ
ゃ
、
熟
練
ゃ
、
氾
迩
ゃ
、
確
寅
な
ど
に
依
つ

τ左
右
さ
れ
て
ゐ
る
0

」
向
此
等
の
一
直

接
労
働
者
は
、
約
三
ヶ
月

ω養
成
期
聞
を
へ
て
前
越
の
如
量
各
個
の
部
分
工
程
の
作
業
に
従
事
す
る
こ
己
、
な
っ

て
居
h
、
従
っ
て
彼
等
の
勢
働
は
阪
に
そ
の
養
成
の
時
よ
h
各
一
部
分
づ
、
の
技
能
ゆ
み
を
授
け
ら
れ
、
後
に
各

自
己
の
部
分
工
程
り
作
業
に
従
事
す
る
に
至
っ
て
か
ら
も
依
然
一
部
分
の
機
抱
の
み
を
行
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の

こ
ご
は
、
彼
等
の
労
働
が
次
第
に
専
門
的
に
向
ひ
、
彼
等

ω勢
働
力
が

1
|
彼
等
勢
働
者
自
身
が
l
|
次
第
仁
こ

の
部
分
機
能
を
謹
す
べ
許
認
官
に
鱒
化
L
吋
行
〈
ニ
一
こ
を
示
す
o

事
賞
彼
等

ω特
殊
機
能
に
つ
い
て
の
熱
線
|
|

彼
等
の
「
一
面
性
」
回
ロ
百
円
民
間
E
?
l
l
は
、
他
の
機
能
・
他
ゆ
部
分
工
程
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
h
役
立
た
な
い
。

で
ゐ
る
か
ら
こ
の
曾
枇
に
於
て
も
、
後
述
す
る
如
〈
、
或
る
部
分
工
程
に
於
り
る
労
働
力
の
不
足
を
他
の
部
分
工

程
に
於
け
る
過
剰
の
券
働
力
を
以
て
締
ふ
こ
ど
は
、
出
来
る
に
け
逃
げ
る
-
、
吉
に
し
て
ゐ
る
(
詰
入
)
O

ニ
の
故
に
各

印
分
時
労
働
者
の
叫
労
働
は
、
往
々
熟
練
を
増
し
、
次
第
に
特
殊
化
せ
ら
れ
、
阻
迅
速
確
貨
に
な
っ
て
〈
る
。
こ
の
現

象
は
、
-
』
れ
を
会
館

ω作
業
上
よ
り
見
れ
ば
、
熟
練
勢
働
者
が
、
個
々
の
部
分
工
程
に
つ
き
同
時
に
、
ド
ぃ
迅
速

に
よ
り
磁
・
貨
に
拙
労
働
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
ご
は
亦
、
一
定
的
期
間
内
仁
よ
ふ
り
多
く
の
生
産
物
が
生
産

詰

苑

且
袋
白
拠
出
品
斗
程

第
二
十
三
容

(
第
三
批
一
ニ
九
)

。
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せ
ら
れ
つ
、
あ
る
こ
ぜ
を
示
す
。
蓋
L
労
働
の
生
産
カ
の
精
進
は

|
l勢
働
力
の
不
生
産
的
消
技
の
節
減
の
結
巣

詑

施

足
袋
内
製
誌
コ
租

体
ニ
十
三
巻

(
第
二
悦

一一ニ

O
)

n 
凶

に
非
宇
ん
ば
|
|
一
定
の
期
間
内
仁
於
げ
る
労
働
力
の
支
出
の
増
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
在
九
)
。

(
註
八
)

こ
山
祉
党
働
山
特
珠
化
の
傾
向
は
捗
働
者
自
勘
観
内
限
が
|
|
そ
白
原

N
H枯
〈
拍
き
ー
ー
-
般
に
若
し
〈
僅
か
い
こ
と
に
依
り
緩
和
せ
ら

れ
て
ゐ
る
。
少
し
材
料
が
古
川
Y

が
、
大
正
十
二
年
白
迅
世
工
手
自
動
調
年
限
を
掲
げ
て
見
る
と
、
男
女
工
合
計
監
百
両
に
劃

L
、

入
枇
後
六
ケ

H
未
満
に
し
て
退
一
位
せ
し
も
山
一
・
:
:
-
-
-
:
・
:
・
・
:
三
十
四

M

入
一
凪
後
一
ヶ
年
未
満
に
し
て
。

I~ '1 

i 戸十
~g プミ
nノ.~
7_ 沖

入
枇
後
二
ヶ
年
末
尚
に
し
て
H
q

入
批
後
三
ヶ
年
末
端
に
し
て
。

-
団
J
A
O

ゲ

:
:
:
-
F
E
-
-
・
:
:
:
-
-
-
吋
H
ド
タ

で
あ
っ
て
、
退
批
者
四
半
分
ま
て
が
入
祉
後
-
ヶ
年
内
に
明
記
枇
し
た
も
り
で
あ
り
、
そ
白
九
割
ま
で
が
入
枇
後
三
ヶ
年
内
に
去
っ
て
ゐ
る
。
で
あ

(
叫
下
略
)

る
か
ら
、
耐
助
且
袋
株
式
古
祉
に
於
て
も
、
如
何
に
し
て
と
の
熟
練
捗
働
者
の
品
止
を
肋
害
訓
説
年
限
を
延
長
す
べ
き
か
ミ
亦
一
方
に
於
て
問

題
と
せ
ら
れ

τゐ
る
。

(
註
九
)
判
事
由
一
一
胴
刷
且
袋
株
式
合
祉
に
於
て
且
る
が
如
〈
、
同
-
の
捗
働
に
よ
り
、

y
h
y
多
〈
の
商
品
を
生
産
す
る
と
同
時
に
、
他
方
商
品
白
倒

を
伊
い
し
て
資
本
山
哲
秘
を
拙
越
な
ら
し
む
べ
〈
腐
心
す
る
こ
主
は
と
白
時
代
目
特
色
て
て
も
あ
る
。

分
た
れ
て
ゐ
る
。
之
も

b
マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ

l
ア
の
願
者
な
る
一
特
徴
を
な
ナ
。
マ
一
一
品
ア
ア
タ
チ
ユ

I
ア
山
諸
部
分
工
程
の
勢
働
に
は
、
「
ヨ

仙
又
耐
山
足
公
株
式
hw祉
に
於
C
は
、
現
在
そ
の
勢
働
者
由
貿
卸
半
が
、
肺
低
等
、
優
位
帯
、
特
等
、
一
年
、
ニ
帯
、
三
等
、
問
等
白
七
臨
時
に

随
っ
て
彼
れ

ω器
官
た
る
個
々
の
労
働
力
に
現
ず
る
修
練
山
根
底
は
種
々
呉
な
る
こ
と
虻
た
り
、
各
勢
働
力
の
倒
値
も
亦
、
曲
め
て
異
な
っ
た
も

り
車
純
な
る
も

ω
も
あ
れ
ば
、
ヨ
リ
複
雑
な
る
も
白
も
あ
り
、
ョ
リ
低
紋
な
る
も
白
も
あ
れ
ば
、
ヨ
り
一
一
品
組
な
る
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

?
と
な
ワ
て
帝
都
る
。
新
〈

L
て
マ
ニ
ユ
フ
ア
タ
チ

A
1
ア
日
野
働
力
の
母
親
制
を
展
闘
す
る
こ
と
に
な
る
。
而
し
て
こ
の
母
親
制
口
豆
、
勢
総
白



段
肘
的
排
列
聖
作
ふ
こ
と
に
な
る
の
亡
あ
る
。
}

品
、
こ
で
、
右
の
例
設
の
た
め
、
捌
か
縫
エ
碍
(
縫
工
場
内
に
於
て
行
は
る
、
請
通
よ
り
糸
切
に
至
る
ま
で
の
各

部
分
工
棋
)
に
於
け
る
箪
位
式
作
業
に
つ
い
て
極
〈
簡
単
に
一
言
し
よ
う
。

「
マ
ニ
ι
フ
プ
ク
チ
ュ

1
ア
の
線
機
構
は
、
奥
へ
ら
れ
た
る
勢
働
時
聞
を
以
う
て
一
定
の
結
果
が
得
ら
れ
る
己
い

ふ
前
提
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
‘
此
の
限
定
の
下
に
の
み
、
相
互
補
充
的
な
る
各
柿
の
作
業
過
税
は
、
同
時
に
相

並
ん
で
間
断
な
〈
進
行
し
う
る
〕
の
で
あ

h
、
を
れ
に
は
、
単
純
化
し
多
様
化
せ
ら
れ
た
る
各
』
」
の
'
部
分
工
税
の

「H
且
的
範
国
」
、
換
言
す

μ
ば
、
「
各
特
殊
作
業
に
於
り
Z
労
働
者

ω相
調
数
、
又
は
労
働
者
群
の
相
射
的
大
小
」
を

決
定
す
べ
当
、
「
敷
山
学
的
に
確
立
き
れ
た
一
比
率
」
を
む
h
出
す
こ
芭
が
必
要
で
あ
る
。
ニ
の
比
市
中
の
確
立
が
形
式

足
袋
の
製
造
に
於
℃
は
、
先
づ
縫
工
程
の
単
位
式
構
成
Z
な
っ
た
の
で
あ
っ

の
上
に
明
瞭
に
せ
ら
れ
た
の
が

て
、
限
位
は
的
九
、
縫
工
程
内
に
於
け
る
各
部
分
勢
働
者
内
相
調
教
で
ゐ

h
、
生
産
の
順
調
な
る
進
行
の
た
め
必

要
な
る
最
小
の
量
的
限
度
で
あ
る
o

か
〈
て
、
幅
助
足
袋
株
式
曾
枇
に
於

τも
、
そ
の
縫
工
程
に
就
い

τ、
各
部

分
労
働
者

ω、
ー
i
生
産
進
行
上
極
め
て
合
理
的
な
る
|
|
関
係
的
排
列
の
一
漣
鎖
を
以
つ

τ、
軍
位
を
形
成
す

る
所
の
一
一
分
子
ピ
な
L
、
之
を
線
E
名
付
り
、
此
の
仙
臓
を
三
つ
(
又
は
二
つ
)
併
せ
て
一
軍
位
を
構
成
す
る
こ
ご
に

L
て
ゐ
る
。
而

L
τ
真
に
、
此
の
間
十
位
を
倍
加
す
る
ニ
ピ
に
依
h
、
全
部
で
四
十
四
線
.
十
七
組
の
皐
位
を
以
つ

て
、
全
縫
工
程
が
組
織
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o

「
生
産
の
一
定
段
階
に
つ
い
‘

τ、
部
分
労
働
者
よ
ち
成
る
各
組
ピ
組
正

の
問
の
・
品
取
泊
常
な
る
抑
制
剖
数
が
、
経
験
上
一
度
ぴ
碓
宣
さ
れ
た
ぜ
す
れ
ば
‘
各
組
の
労
働
を
は
制
加
ず
る
こ
正
に

依
つ
て
の
み
此

ω段
階
は
蹴
大
守
れ
得
る
-
切
と
に
な
る
o
」

説

苑

且
袋
白
川
製
造
工
程

第
二
十
三
巷

三

C
五

(
部
二
就
一
三
一
)
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苑

第
二
十
一
-
一
巻

(
拍
車
二
掛
二
三
一
)

コミ
C
J
r
 

足
袋
め
制
羽
詰
工
程

次
に
少
し
(
一
車
伎
の
構
成
に
つ
い
て
机
察
し
て
見
よ
フ
。
此
践
に
‘
一
組
又
は
一
車
位
を
形
遣
る
三
線
(
又

は
ニ
線
)
に
は
、
調
節
線
正
名
付
〈
る
も
の
さ
然
ら

F
る
も

ω
tの
匝
別
が
あ
る
。
司
令
の
然
ら
さ
る
も
の
を
似
h

仁
普
通
線
ご
名
付
〈
る
な
ら
ば
、
こ
の
一
線
の
組
み
立
て
は
、

的
油
4
、
甜
押
2
、
縄
付
2
、
地
盤
2
、
地
返
1
、
立
甲
2
、
側
逗
1
、
丸
止
I
、
先
刊
5
、
廻
り
2
、
絡
ヒ
L
、
来
朝
I
、

で
あ

b
、
調
節
線
に
於
て
は
之
が
、

筒
羽
4
、
前
押
l
、帥醐付
1
、
地
縫
3
、
地
謡
1
、
立
甲
2
、側川地
1
、
丸
止
2
、
先
付
6
、
組
り
1
、
絡
ヒ
I
、
糸
切
1
、

正
い
ム
ニ
ご
に
な
っ

τゐ
る
。
こ
れ
を
疎
め
闘
に
示
し
て
泣
か
う
宗
十
)
O

裁

縫

作

業

一

平

位

ノ

P日
置

1官

一
叶
す
一
塁
前
押
馳
村
一
地
縫
一
地
沼
一
側
延
丸
止
一
先
付
先
付
一
迦
リ
者
一

五
十
l
l
|」
J
J」
叶
叶
什
叶
寸
」
」

一
一
回
制
局
山
口
山
山
川
凶
凶
判
同
一

位
一
よ
一
川

L
E山
J
1引
明
配
同
州
仙
川
一

一
盛
簡
並
喜
一
型
地
路
地
縫
立
叩
丸
止
一
先
付
一
吉
一
先
付
一
先
日
一
管

制一川一

， 
y;f:; 

第

椋
ー一一・ノ

t，"i 
!占

一一守寸

館

長
ク

I "j I 
ユノ

「ー'---
底

目目巴

S合

五正

(
関
川
悌
一
人
)

選



(
位
十
)

足
袋
製
越
に
於
け
る
縫
工
程
在
支
配
す
る
主
躍
な
る
作
業
は
先
付
白
部
分
工
程
で
あ
る
。
之
は
仙
の
何
れ
の
作
梨
よ
り
も
技
術
と
し
て
最

五
割
で
あ
り
、
一
克
捌
川
内

ω
生
産
珂
に
於
て
も
最
低
皮
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
所
副
大
抗
生
成
を
目
的
と
す
る
足
袋
製
遣
の
場
合
に
於
け
る
棋

柿
仙
川
白
一
ヲ
の
目
安
は
、
先
つ
最
初
に
此
白
ミ
シ
ン
機
帆

E
何
盛
備
ふ
べ
き
か
に
有
す
る
。
而
し
て
之
を
叫
準
と
し
て
、
他
山
部
八
百
工
程
に
お

げ
る
作
業
構
帆
利
正
問
心
一
定
白
蛇
接
的
比
中
が
制
山
き
る
斗
に
主
る
。
向
比
内
外
に
各
一
純
白
桃
凶
を
制
約
す
る
も
ゆ
と

L
C
ミ
シ
シ
柚
械
の

四
叫
般
が
刷
係
す
る
。
こ
れ
は
仙
の
類
似
の
直
栄
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ら
う
が
、
足
袋
製
造
に
於
て
は
そ
自
製
措
せ
ら
る
ミ
目
的
物
が
足
袋
て

あ
る
と
い
ふ
拙
か
ら
、

ζ

れ
に
品
川
宜
な
る
原
料
品
ヤ
生
地
白
性
質
中
共
の
他
山
除
件
が
定
ま
り
、
そ
れ
に
吃
っ
て
ミ

νν
四
阿
楠
速
度
出
亦
趨
慌
に

定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
由
。
そ
れ
故
各
部
分
工
程
各
種
ミ
シ
ン
は
そ
れ
許
、
遡
官
と
す
る
限
度
を
持
ワ
て
居
り
、
こ
の
限
鹿
内
に
於
て
こ
れ
を

侠
川
す
る
己
と
は
亦
一
明
位
描
成
上
白
間
接
の
制
約
で
も
あ
る
。
品
加
か
白
恥
な
ら
ず
、
挺
に
此
等
白
各
積
ミ
シ
ン
を
帯
何
謹
づ
L

採
用
し
て
一
間
半

位
を
机
成
ヲ
る
を
最
も
有
利
・
と
す
る
か
は
、
そ
れ
等
の
機
械
を
同
時
に
辺
帥
押
す
る
副
力
山
大
さ
に
そ
の
限
鼻
を
見
山
す
。
迦
常
之
助
力
心
醐
力
は

最
小
出
位
、
ミ
シ
ン
約
十
三
謹
を
誕
牌
す
る
に
見
る
も
の
て
あ
る
と
一
一
員
ふ
か
ら
、
之
を
一
馬
力
に
取
っ
て
そ
の
純
問
内
て
一
組
。
帥
成
を
詰
切
出

す
と
と
は
さ
ま
ず
闘
雌
の
事
て
な
〈
‘

E
車
位
は
出
端
正
丈
小
で
あ
り
、
動
力
も
亦
山
来
る
丈
小
ど
あ
る
の
を
瑚
想
と
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
今

姑
〈
現
在
山
ヤ
ミ
シ
シ
の
批
惑
に
於
て
は
、
先
制
ミ
シ
シ
の
能
申
げ
か
尚
一
分
間
五

O
O
回
碑
以
上
に
山
る
事
が
困
難
て
あ
る
た
め
、
|
|
祖
首
の
さ
、

シ
ン
は
大
掛
一
分
間
一
一
1
0
0回
柿
以
上
で
あ
る
ー
ー
と
の
低
速
鹿
町
先
付
ミ
シ
シ
醐
械
圭
先
づ
最
重
要
の
成
棄
に
般
へ
て
趨
岱
の
組
み
合
せ
を

諮
り
向
さ
ね
ば
な
ら
由
。
そ
と
て
如
上
の
普
通
線
の
組
み
立
て
が
出
車
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
普
通
線
は
ニ
十
四
人
目
部
分
持
働
者
か
ら
成
り
立

ち
、
約
十
七
率
。
各
種
ミ
レ
シ
棚
械
を
包
合
し
、
之
を
ニ
馬
力
の
動
力
に
よ
り
越
醐
押
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
調
節
線
は
こ
の
普
通
線
。
怯
陥
を
補

ふ
の
趣
旨
か
ら
、
直
に
案
出
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
性
質
は
常
に
凶
動
的
て
あ
り
、
回
定
的
な
組
か
立
て
を
唱
す
る
も
の
で
は
な
い
。

本
の
聞
に
よ
れ
ば
、
小
事
〈
あ
る
べ
き
筈
の
車
位
が
、
こ
、
で
は
互
ひ
に
類
似
せ
る
組
み
立
て
を
有
す
る
、
普

通
線
ピ
調
節
線
芭
の
結
合
に
依
り
、
比
較
的
大
き
な
も
の

t
な
っ
て
ゐ
る
o

ご
こ
み
で
此
の
調
節
線
は
如
何
な
る

作
用
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か

Z
い
ふ
に
、
普
通
線
仁
於
り
る
生
産
進
行
上
の
各
積
の
支
障
に
依
り
各
部
分
労
働

前

苑

足
袋
山
製
結
ユ
程

第
二
十
三
巷

(
第
二
郡
一
三
=
一
)

一ニ

c
t



説

苑

足
袋
由
製
誌
工
程

第
二
十
三
容

(
仕
掛
ニ
銃
一
三
四
)

。
入

者
の
生
産
期
間
従
っ
て
努
働
の
生
産
力
が
、
著
し
(
不
同
に
な
っ
た
場
合
、
こ
札
を
遁
嘗
に
調
節
す
る
た
め
、
調

節
線
中
の
或
る
部
分
労
働
者
の
配
置
を
縫
夏
し
、
叉
は
人
民
を
増
減
し

τ、
専
ら
一
一
一
線
(
叉
は
二
線
二
組
ご
し
て

の
、
一
同
単
位
の
十
分
な
る
機
能
を
品
目
探
せ
し
む
る
こ
ご
を

H
的
ご
す
る
も
の
で
ゐ
る
o

例
へ
ば
或
る
部
分
勢
働
者

に
依
勤
が
あ
っ
た
な
ら
ば
・
仙
の
同
一
の
部
品
川
勢
働
者
を
以
っ
て
之
を
偏
光
せ
ね
ば
な
ら
争
、
一
車
位
の
調
節
上

一
二
の
部
分
崎
労
働
者
の
定
席
を
他
に
移
動
せ
し
め
た
な
ら
ば
、
そ
の
快
を
充
た
す
た
め
に
は
一
見
仁
他
の
問
中
位
中
の

一
一
一
の
過
剰
の
部
分
労
働
者
を
煩
は
す
か
、
然
ち
ゃ
ん
ば
自
己
の
車
位
に
於
り
る
会
館
の
能
率
を
一
時
引
下
げ

て
、
生
康
を
綴
り
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
・
正
い
ふ
が
如
き
で
あ
る
o

が
併
し
原
則
正
し
て
は
、
仙
の
軍
位
中
の
部
分

努
働
者
の
肋
を
籍
h
る
ニ
ご
は
出
来
る

rけ
逃
げ
る
方
が
金
値
り
粘
川
市

ω上
で
却
っ
て
有
利
で
あ
る
か
ら
、
長
れ

が
一
こ
の
部
分
労
働
者
の
快
劫
ゃ
、
移
動
ゃ
、
勤
勉
ゃ
、
怠
怖
や
に
基
〈
比
較
的
小
さ
な
作
業
上
の
障
害
で
ゐ
る

限
h
、
調
節
級
一
線
を
犠
牲
に
し
て
他
の
告
通
線
の
能
率
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
一
】
れ
が
調
節
目
総
存
証
の
主
な

る
理
由
で
ゐ
ら
う
。
ご
-
』
ろ
で
此
の
事
は
、
今
日

ω工
場
内
に
お
け
る
足
袋
小
り
製
治
が
、
今
術
手
工
業
に
そ
の
基

礎
を
お
い
て
居
b
、
従
っ
て
勢
働
力
の
上
仁
生
中
る
各
般
の
事
情
が
凡
て
直
接
、
叫
労
働
の
生
産
力
の
上
に
反
影
す

る
こ
ご
を
如
貨
に
物
語
つ

τゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
調
節
仙
臓
の
ぶ
在
は
、

動
鵠
を
意
味
す
る
も
の
で
ゐ
る
(
詰
十
二
。

そ
の
ま
、
労
働
の
生
産
力
の
絶
え
，
さ
る

向
は
部
分
崎
労
働
者
的
数
川
閣
の
「
一
面
性
」
又
は
熟
練
が
依
っ
て
賛
し
た
る
労
働
の
専
門
的
性
質
が
、
こ
の
場
合
の

調
節
伊
貯
に
著
し
い
不
仰
を
奥
へ
て
ゐ
る
ニ
己
は
、
想
像
す
る
に
難
〈
な
い
で
ゐ
ら
う
。
爾
の
み
な
ら
ず
、
同
一

部
分
工
程
の
部
分
帥
労
働
者
百
躍
も
、
そ
の
熟
練
の
程
度
が
・
段
々
不
同
で
あ
る
か
ら
、
此
等
の
部
分
拙
労
働
者
を
用
ひ



τ各
単

位

を

構

成

す

る

こ

ご

そ

れ

自

身

、

般
に
困
難
は
事
で
ゐ
り
、

且

是

等

の

単

位

中

の

各

線

が

相

互

に

調

節

L

合
は
ね
ば
な
ら
ぬ
古
言
ム
の
で
ゐ
る
が
ら
一
帯
は
盆
々
煩
し
〈
な
る
。
旧
明
寛
洞
助
足
袋
株
式
曾
枇
の
縫
工
程
に
於
け

る
車
位
が
、

比
較
的
大
き
な
、

調
節
的
鵬
配
位
な
ぞ
ご
い
ふ
不
徹
底
な
妹
態
に
き
迷
っ
て
ゐ
る
の
も
、

そ

の

大

部

分

が
此
等
の
事
情
に
柏
崎
因
し
て
ゐ
る
の
に
ご
思
ム
。
蓋
し
「
7

-

二

ア

ア

グ

チ

2
1
T
的
経
径
は
、

生

産

過

祝

の

物

理

過化
程撃
の的
品、-

術・般
的・{隊
法、件
JItl'を
は縫
貨

は
統
制
L 
得
る

も
0) 

で
な

古事

ら

随
つ

1
1
l
i
T
-二
ア
ア
タ
チ
ュ

l
ア

の

生

産

奥

へ

ら

れ

た

る

勢

働

時

間

に

一

定

量

の

生

産

物

を

供

給

す

る

こ

ご

町

在

る

に

も

拘

ら

す

ー

ー

そ

の

結

呆

は

極

的

τ不
完
全
な
程
度
仁
し
か
迷
成
さ
れ
得
な
い
こ
ご
に
な
る
の
で
あ
る
。
」
(
誌
十
三

{
位
十
ご

比
自
に
捗
働
白
生
産
力
が
副
接
的
で
あ
る
と
吉
ふ
山
は
、
企
凶
す
る
丈
の
結
果
を
牧
め
る
と
と
が
山
来
な

r
f
、
絶
え

γ
そ
れ
瓜
下
て

制
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
ワ
た
り
、
戒
は
企
幽
す
る
以
上
山
結
果
世
抽
周
期
せ
ず
し
て
獲
得
す
る
が
如
き
抗
措
闘
を
摘
す
由
で
あ
っ
て
、
捗
働
内
生

底
力
そ
の
も
ゆ
が
哨
地
L
な
い
と
首
ム
の
で
は
な
い
。
捗
働
山
生
産
力
は
絶
え
ず
加
上
山
繭
擦
を
示
し
な
が
ら
、
引
鵠
き
場
組
せ
ら
れ
仲
つ
』
あ
る

ゆ
で
あ
っ
て
、
唯
そ
山
噌
起
が
結
呆
に
鳩
山
て
常
に
計
斑
せ
ら
れ
る
が
如
〈
著
し
〈
去
は
れ
て
車
な
い
ロ
描
明
言
す
札
ば
民
産
宣
法
の
叶
斑
向
な
る
に

比
べ
て
結
呆
が
常
に
偶
然
的
て
あ
る
。
こ
れ
は
即
ち
今
日
由
工
場
内
に
布
け
る
足
袋
製
誌
が
未
だ
マ
ラ
コ
ノ
ア
グ
チ

A
1
ア
由
時
代
に
俳
倒
す
る

も
の
で
あ
ワ
て
、
生
産
者
自
説
思
討
、
止
虎
物
の
品
質
字
、
肌
刑
法
宇
、
生
産
宕
了
由
時
期
中
を
中
小
だ
完
全
に
統
制
L
え
な
い
と
と
を
一
部
す
も
の
で

な
は
れ
ば
な
ら
ぬ
。

(
位
十
ニ
)

耐
凶
足
袋
神
株
命
祉
に
於
け
る
縫
工
程
白
吊
位
式
作
業
は
、
掛
働
自
生
産
力
の
靖
治
の
た
め
に
は
大
い
に
力
が
あ
る
。
部
分
勢
帥
者
。

或
る
者
が
、
比
等
四
一
市
位
内
に
嗣
入
を
ら
る
L

な
ら
ば
、
彼
等
の
作
業
は
そ
れ
丈
て
非
常
に
緊
援
す
る
。
彼
等
四
仕
事
の
也
知
は
、
そ
り
一
つ

前
白
部
分
工
程
白
持
働
者
の
仕
事
の
捗
献
で
あ
り
、
彼
等
由
仕
事
白
絡
鮎
は
、
そ
の
次
の
部
分
工
程
白
捗
働
者
の
仕
事
凶
起
動
で
あ
っ
て
、
そ
の

告
々
自
仕
事
と
仕
事
と
白
川
に
は
、
時
間
的
並
び
に
空
間
的
自
問
隙
が
殆
ん
ど
な
い
。
彼
等
は
正
叫
V
R
隣
接
せ
る
仙
の
叩
分
「
一
世
日
従
事
す
る
者

足
袋
白
製
也
工
程

話

苑

第
二
十
三
容

(
第
二
都
-
一
一
戸
一
五
}

一ニ

O
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前

苑

O 

足
袋
白
製
造
工
程

(
弟
ニ
娘
一
豆
大
)

の
仕
事
の
速
度
を
知
る
こ
と
が
出
車
、
且
一
一
閣
の
心
理
作
用
に
よ
る
興
留
が
手
悼
っ
て
競
争
心
走
起
す
様
に
な
る
。
そ
れ
で
な
〈
と
も
衣
々
に
問

第
二
十
三
容

断
な
〈
押
し
寄
せ
て
車
る
未
完
成
止
産
物
田
波
は
、
彼
等
に
姐
い
酪
迫
感
を
叫
へ
、
勢
ひ
彼
等
走
し
て
一
定
時
間
内
に
全
力
を
傾
詰
せ
し
む
べ
(

強
制
す
る
o

こ
れ
に
よ
切
自
然
仕
事
は
一
般
に
緊
密
化
せ
ら
れ
、
一
定
の
期
間
内
に
ド
ド
多
〈
由
生
産
物
出
生
産
せ
ら
る
誌
に
至
る
の
で
あ
る
。

耐
山
日
島
公
株
式
合
肢
が
、
従
車
の
群
式
に
依
る
時
調
。
回
値
作
業
を
改
め
て
、
新
に
車
位
式
制
を
探
川

L
た
の
位
、
曲
〈
最
近
白
大
正
十
四
年

目
森
酌
ら
で
あ
る
ロ

A
ー
そ
の
強
制
度
に
比

L
、
車
位
式
制
度
計
如
何
ぱ
恥
り
足
先
制
也
の
工
程
の
上
に
新
醐
軌
を
草
し
た
る
か
を
二
ニ
記
時
に
つ

き
検
し
て
見
る
止
、
第
一
に
止
庫
高
が
的
二
割
棺
加
し
た
。
第
二
午
成
品
の
艶
批
が
約
二
一
削
減
少
し
た
。
第
三
勢
働
時
間
を
一

u九
時
間
中
か
ら

九
時
間
に
引
下
げ
る
こ
と
が
出
車
た
。
第
幽
仕
事
白
山
車
提
え
は
却
づ
て
此
〈
な
っ
た
。
第
五
生
産
に
品
川
買
な
る
作
業
場
而
秘
比
び
泊
協
の
而
積

が
者
し
〈
師
約
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
、
ミ
シ
ン
由
晴
段
年
之
を
他
の
も
山
に
利
川
す
る
ゆ
泊
J

印
刷
吋
た
。
第
六
湛
撒
人
間
骨
者
等
白
所
制
閉
山
由
生

産
者
。
雌
を
若
し
〈
減
ず
る
と
と
剖
出
車
た
、
等
。
糊
し
て
好
柑
骨
の
ζ

と
の
み
で
あ
る
。
が
唯
一
つ
、
捗
働
者
の
融
制
毎
に
怯
っ
て
家
む
る
作

業
訓
抑
止
の
障
害
出
掛
抽
時
に
比

L
却
っ
て
多
(
な
っ
た
、
と
い
ふ
記
峨
は
、
側
々
以
っ
て
足
袋
出
也
の
工
程
由
マ
昌
ユ
フ
ア
ク
ナ
ユ

7
ア
悼
を
暴

露

L
た
。

(
附
胞
)

右
目
縫
工
程
に
於
け
る
早
骨
式
制
の
外
、
同
助
足
袋
枇
式
合
一
叫
に
は
、
仙
仕
上
刊
業
に
於
け
る
耶
位
式
制
が
有
在
す
る
が
、
此
恥
に
は
之

を
省
時
す
る
。

六

最古

ぴ

以
上
私
は
、
足
袋
の
製
批
抱
一
工
程
を
分
割

L
て
、
そ
の
個
々
の
部
分
工
科
を
叙
で
更
に
共
等
相
互
の
漣
絡
ぞ
明

か
に
し
、
最
後
に
工
程
会
館
の
マ
エ
A

フ
ア
ク
チ
ュ

1
7
的

性

質

に

う

い

て

一

こ

れ

で

足

袋

の

作

業

過

程
に
つ
い

γτ
の
大
踏
の
設
明
を
丁
へ
た
積
h
で
あ
る
。

言
し
た
。
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そ
の
昔
臨
T
Z断
板
E
を
以
つ

τ生
地
を
餅
も
、

針
ご
糸
子
伊
】
以
っ
て
裁
縫
し
て
ゐ
た
も
の
が
、

僅
か
の
年
月

の
聞
に
、

か
〈
も
盛
大
を
来
た
し
た
。
今
日
編
助
足
袋
株
式
曾
枇
の
生
産
額
は
年
に
三
千
五
百
高
足
で
ゐ
る
ピ
い

ふ
。
「
手
工
業
時
代
に
於

τは
熟
練
せ
る
職
人
も
、
朝
十
足
の
布
eT
断
っ
て
夕
方
ま
で
仁
会
部
仕
上
げ
る
己
い
ふ
こ

己
は
余
程
困
難
で
の
る
ご
せ
ら
れ
た
が
、
今
日
の
機
械
に
依
る
品
川
業
組
織
で
製
治
す
る
な

ι
ば
、
一
日
」
人
の
平

均
生
産
は
約
五
十
足
で
あ
る
叫
o

術
今
日
、
一
足
の
足
袋
の
製
品
福
に
要
す
る
直
接
券
似
の
生
官
百
二
点
一
時

の
足
袋
屋
に
於
工
は
凡
十
銭
見
嘗
で
あ
る
の
に
勤
し
、
工
場
生
産
に
依
れ
ば
晶
君
銭
乃
至
四
銭
で
あ
る
。
こ
UEM
制
廊

蕗
こ
正
な
が
ら
、
「
日
本
人
捕
特
の
叡
智
Z
才
能
」
ご
に
依

な
る
エ
賃
芭
戟
は
ね
ば
な
ら
ぬ
手
工
業
者
の
苦
績

っ
て
此
虞
ま
で
築
き
上
げ
ら
れ
た
足
袋
山
製
品
唱
が
、
兎
も
晶
子
b
、
今
日
の
工
場
制
生
産
の
下
仁
於
て

)
1獲
た
る

こ
の
締
の
優
勢
は
、
亦
一
つ
の
歴
史
的
必
然
の
然
ら
し
む
る
所
で
ゐ
る
芭
言
ふ
べ
き
で
は
な
か
ら
う
か

G
I
T
-

置

苑

足
袋
山
一
製
誼
工
程

第
二
十
三
容

(
第
二
棋
士
ニ
七
)

一

出井氏前摘30頁。臨IWJ且袋株式合批におけるー[J-人目平Jt-J生産は今日七!

足以上に及ぶ。

同上 35耳。
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